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シンガポールにおける宗教的寛容性の育成
―中学校における「市民道徳教育」の取組みに着目して―
金　井　里　弥
　本稿は、シンガポールの中学校において、「市民道徳教育」の科目で宗教的寛容性の育成がど
のように図られているのかを検証した。シンガポールでは1980年代の「宗教知識科」の失敗を契機
として、1990年代以降、宗教的人種的調和が改めて強調されてきた。学校教育においては、「宗
教知識科」の廃止後に「市民道徳教育」を設け、そこにおいて、宗教的調和や宗教的寛容性の重
要性を生徒に認識させることが求められている。実際に宗教的寛容性をどのように育成しているの
かについて、同科目のシラバスならびに現地調査をもとに検証した結果、第一に、生徒の主体的な
学びが推奨されており、さまざまな宗教に関わるディスカッションやリサーチが重視されていたこ
と、第二に、生徒に自身の信仰とは異なる宗教に触れる機会が提供されていたこと、そして第三に、
宗教的不寛容の危険性を認識させることが求められていたことが明らかとなった。
キーワード：「市民道徳教育」、道徳教育、宗教的寛容性、宗教的調和、宗教理解
１．はじめに
　本稿は、シンガポールの中等学校において、宗教的寛容性の育成がどのように図られているのか
を検証する。シンガポールに限らず、多宗教国家においては、異なる宗教間の寛容な姿勢が宗教的
調和を保つ上で必要とされる。しかし、そうした宗教間での理解や寛容の姿勢を学校教育の場で育
成しようとする時、どのようなアプローチが求められるのかが重要な課題となる。学校教育におい
て、生徒たちの宗教的寛容性を育成するにあたり、宗教というデリケートな事柄に生徒たちをどこ
まで関与させることができるのか、どこまでの関与が妥当であるのかなど、様々な問題が提起され
る。これらの問題を踏まえ、本研究では、シンガポールの中等学校において、宗教的寛容の精神を
いかにして育成しているのかを検証したい。
　分析の手順としては、シンガポールにおいて1980年代後半以降、宗教的調和がより強調される
に至った経緯を概観した上で、宗教的調和を重要な価値項目として掲げた「国民共有価値」
（Shared Value）の理念を検証し、それに準拠する形で編成されている道徳教育科目「市民道
徳教育」（Civic and Moral Education, CME）のシラバスから、宗教的寛容性の育成がどのように図
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られるべきとされているのかを明らかにする。そして最後に、シンガポール現地の中等学校にお
いて実施した調査をもとに、宗教的寛容の精神の育成がどのように実践されているのかを明らかに
する。
２．宗教的調和が必要とされた背景
　もともと、シンガポールは多宗教国家であることから、宗教的調和の維持は社会的安定性を確保
する上で重要とされてきた。とりわけ、1980年代の「宗教知識科」の導入はシンガポールにおける
宗教の取り扱いを見直す契機となった。この「宗教知識科」は1984年に中等教育段階に導入された
必修の道徳科目であり、生徒は「儒教倫理」、「仏教学習」、「キリスト教知識」、「イスラム教知識」、
「ヒンドゥー教学習」、「シク教学習」のつのコースのうちいずれか一つを選択し、履修する。生
徒は、自身が選択した宗教が内包する伝統的価値観を学ぶことが望ましいとされ、この点において、
「宗教知識科」は、道徳教育としての位置づけを有していた。しかし一方では、この科目は宗教に
関わる知識の教授を特徴とする試験科目として位置づけられた1。知識の教授を中心として行われ
る道徳教育という性格は、「宗教知識科」において宗教を取り扱うということへの政府の慎重な姿
勢を表していた。同科目における礼拝などの宗教的実践は禁止され、布教活動が行われないよう学
校側に徹底した監督を求めていた2。1980年代当時に「宗教知識科」を担当していた教員および、
同科目を生徒として履修していた人々へのインタビュー調査においても、「宗教知識科」が「英語
や数学と変わらないアカデミックな」性格であったという見解が共通して見られた3。「宗教知識科」
は学校現場において道徳教育ではなく宗教に関する事実を知識として教えるアカデミックな科目と
して扱われていた。
　しかし、「宗教知識科」がアカデミックな科目として扱われていながら、その導入後、シンガポー
ル社会において宗教熱が高まり、宗教団体による布教活動の活発化や、異なる宗教間の不和が生じ
るケースも見られるようになる。政府は、「宗教知識科」の導入とシンガポール社会における宗教
熱の高まりの因果関係を公式には認めなかったものの、当時の教育大臣などは、その両者に因果関
係があるという認識のもとで、同科目の見直しを図った4。結果として、シンガポール政府は、宗
教教育が家庭などの私的空間において行われるべきものとし、「宗教知識科」は廃止されるに至る。
　シンガポールは、とりわけ人種と宗教との結び付きが強いマレー系が人口の約13を占めること
から5、宗教間の軋轢が人種間の軋轢に波及する危険性をはらんでいる。シンガポール政府は、
1990年代に入ると、改めて宗教的調和の必要性を主張し始めた。シンガポールは多人種国家である
ことに加えて多宗教国家であり、信仰の割合を見ても多数を占める宗教が存在しない（図参照）。
政府は、そのような環境下で異なる宗教間での衝突があれば、問題の大小を問わず積極的に介入し
ていく姿勢を貫き、現在に至っても宗教的調和の維持を促している。
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図１　シンガポールにおける信仰宗教の割合
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　1991年、シンガポール人のアイデンティティの発展定着を目的として、「国民共有価値」
（
 ）が導入された。すべてのシンガポール人が共有すべき価値として提示されたこ
の「国民共有価値」は、同国のすべての人種が受け入れることのできる抽象的な価値が望ましいと
され6、以下の五つに集約された7。
　　コミュニティの前に国家、個人よりも社会（  ! "  " !#
）
　　社会の基本単位としての家族（$"   !   "）
　　個人への尊重とコミュニティによる支援（%  "   
#）
　　闘争よりもコンセンサス（&   ）
　　人種的宗教的な調和（%   "）
　「国民共有価値」の導入に先立って発行された『国民共有価値』（1991）と題する白書では、共
有価値の最初に掲げられる「コミュニティの前に国家」の原理が、「人種的宗教的寛容性および
調和の価値を支える」ものであり、それ故に最も重要な価値として位置づけられている8。また、
「シンガポールの文化的バラスト（ !）の主要部分は、市民の宗教的信仰」9としなが
らも、シンガポール人には無宗教者も少なからず存在し、そのような人々に対して政府が中立であ
るためは「国民共有価値」が「いかなる宗教的価値をも含まない世俗的な文書でなければならな
い」10ことが明示された。1991年に新たな道徳科目として導入された「市民道徳教育」（&#
 ' (	 &'(）は、「国民共有価値」の価値項目を基盤に構築されている。
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３．「市民道徳教育」のシラバスにおける宗教的調和
（１）「市民道徳教育」の６つのコアバリュー
　「市民道徳教育」は、試験対象外の必修科目であり、2007年に教育省（ 	
 
	 ）が公表した同科目のシラバス11では、「敬意」（）、「責任」（	）、
「高潔」（）清廉、「気遣い」（）、「奮励」（）、「調和」（	）という
つの核となる価値観が設定されている。中でも、「調和」（	）の価値観において人種や
宗教のトピックが中心的に取り扱われていることから、ここでは「調和」の価値観に主眼を置いて
いくこととする。
　この「調和」を意味する「	」は、そのスペルである「」「」「」「」「」
「」「」に下記の意味が付与されている。
　＝   	! （隣人に耳を傾けること）
　＝	"   	  " 	   !（その人がその人であることを認めること）
　＝  !（人に敬意を払うこと）
　＝#  	    "!（人の進路を理解するために時間をかける）
　＝   	 	 

!（我々の差異に対して心を開く）
　＝$ 	

  !（人を決して不快にさせない）
　	＝ 	   	 	
 !（平和な人になることを望む）
　ここでは、文化間や人種間などにおける調和は強調されておらず、むしろ、そういったバックグ
ラウンドへの配慮の前に、他者、換言すれば人間そのものに対する敬意や理解の姿勢が強調されて
いることが分かる。「市民道徳教育」のシラバスにおいてはコアバリューの「調和」で扱われ
るトピックやコンセプト、それらを扱う狙いなどが示されている（図
参照）。宗教に関するトピ
ックは主として、中等～学年の「コミュニティにおける調和」というテーマの中で取り扱われ
る。
　「コミュニティにおける調和」では、コミュニティの調和を維持することの利益を正しく理解す
ること、そしてコミュニティの調和を促す方法を明確化することが目指される。そこでは、コミ
ュニティの調和を維持することがなぜ重要であるのか、調和的なコミュニティとは何であるのか、
どのようにしてコミュニティの調和を促すことが出来るのかなどの問いかけが行われる。そして、
これらの問いかけに対応する形で、コミュニティにおける調和は、国家の安定と発展に欠かせな
い国家的結束を促す、異なる人種宗教の人々の間での相互の理解と正しい認識があるコミュニ
ティを指す、我々の社会における文化的多様性を正しく認識し、それぞれのエスニックグルー
プがシンガポール社会に多様な貢献をしていることを理解する、という回答が用意されており、こ
れらの回答に行き着くよう生徒を導いていくことが求められる。
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図２　「市民道徳教育」の「調和」において扱われるトピックとコンセプトの概要
出典） 	
 	    	 	  	 
 	
 	   をもとに作成
４．学校現場における宗教的寛容性の育成
（１）調査の対象校
　のシラバスが求める内容が具体的に学校現場においてどのように教えられているのかを明
らかにするために、2010年月日から月12日にかけて現地での調査を行った。訪問した学校は
政府立学校（	 		）が校、政府補助学校（	 		）が校で
ある。そのうち、校の政府立学校は、インタビュー内で取り扱う内容が宗教という非常にセンシ
ティブでデリケートなトピックであるということから、このインタビュー内容を研究で使用する場
合には、学校名を伏せるよう要望があったため、ここでは校と表記する。ほか校は、政府立学
校がウッドグルーヴ中等学校（ 				 !	 !		  !!）、政府補助学校がセント
ジョーゼフインスティテューション（! "	# $	 !"$）である。調査対象校選定に
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おいては、他にもいくつか調査依頼を試みたが、これら校のみが宗教的寛容性の育成というテー
マに理解を示し、協力して下さったという背景がある。ただし、については、独自に「宗教
道徳教育」（	
  
 
 ）という科目を設けていたことにかねてから着
目していた。シンガポールにおける政府補助学校は、そのほとんどがミッションスクールなどの宗
教系の学校だが、それらの学校のカリキュラムをウェブサイト上で調べた際、宗教と道徳教育の関
連性を強調する学校が少なく、宗教と道徳教育を意識的に関連付けている において調査が出来
たことは非常に貴重だったといえる。
　調査は校すべてにおいて以下の内容で行った。
　　および （のみ）の担当教員へのインタビュー
　　　および の授業内での宗教的寛容性の育成に関わる取組みの考案や実践、
その評価について
　　学校長へのインタビュー
　　　学校全体の取組みとしての道徳教育における宗教的寛容性の育成について
　　および の授業参観
　　　　校年生学級
　　　　年生学級
　　　　 年生学級
　ただし、およびで得られた情報に関して、本稿ではあくまでも補足的な情報として取り扱う
こととする。というのも、に関しては、いずれの学校においても、学校全体の道徳教育において
宗教的寛容性をメインテーマとして扱っておらず、従って、そのテーマのために学校全体の道徳教
育が組まれていない。いずれの校長も、宗教的寛容性についてはシンガポール社会において重要な
テーマであるとの見解を示しており、学校教育においても不可避のトピックとして認識しているが、
学校全体で取り扱うにはあまりにデリケートな問題として慎重な姿勢を見せていた。そのため、学
校全体の道徳教育として宗教的寛容性をどのように育成しているのかについて明らかにすることは
困難といえる。
　については、それぞれの学校につき、参観がつの学年の学級のみを対象としていたため、
その事例のみを当該学校の の特徴的な取組みとして捉えることは難しい。また、校に関し
ては、ちょうど宗教ではなく人種の問題を扱う時期であったため、宗教のテーマを扱った授業を参
観することが叶わなかった。そのため、授業参観で得られた情報について、本稿では参考程度に留
めるべきといえる。
　以上のことから、本稿においては、で得られた情報ならびに、および 担当教員か
ら提供して頂いた資料を主な分析対象とする。
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（２）政府立学校の事例―『』（中等３学年）
　および校では、宗教的寛容性の育成に関して、共通して「市民道徳教育」の教材であ
る『』が使用され、その内容に準拠して授業を展開していた。そのため、まずは『』
の内容を概観する。ここでは、宗教に関するトピックを最も多く取り扱っている中等学年の
『』を見ていく12。
　『』には、教員用ファイルと生徒用ファイルがあり、教員用
ファイルにおいて、宗教的寛容性の育成がどのように目指されている
のか、それが学校現場でどのように行われるべきとされているのかに
ついて見ていく。この『』は、「市民道徳教育」のコアバ
リューである「	
	」、「	

」、「	
		」の頭文字
を「」とし、「	」、「	」、「」の頭文字を合わせ
て「」となっている。このテキストの内容は「市民道徳教育」
のシラバスに準拠していることから、ここでも、宗教についてのトピ
ックを扱っている「調和」（）の部分を見ていくこととする。
（３）宗教のトピックに関わる取り組み
　「調和」は、シンガポール社会における多文化的遺産を正しく認識することを目指している。そ
のために、異なる文化と宗教がシンガポール社会における豊かな多様性に寄与していること、そし
て、国民が人種的かつ宗教的調和を重んじ、他者に敬意を払っているからこそ、この多様性を享受
することができているという認識を生徒に持たせることが求められている。そして、「他者との相
互関与において敏感になることが、他者に敬意を表することの価値を強化し、異なる人種や宗教の
バックグラウンド持つ人々の間の良い関係を育」み、シンガポールにおける異なる信仰体系の教え
と実践の学習を通して、これらの宗教のすべてが、他者への敬意、すべての生命に対する愛、
配慮、気遣い、正しい振る舞いと道徳的な実直さという基礎的な価値を教えていることを学ぶこ
とを理解する。そして、他者との相互作用において望ましい姿勢と振る舞いを実践できるようにな
ることが望まれる。
　これらのことを実際にどのように促すのかについては、「」において明示されている。第
一週目は、生徒をグループに分け、なぜ人種的調和が重要であるのかについてディスカッションを
行うために、次のような問題を提起する。
　　シンガポールにおいて人種的宗教的寛容性に関わる紛争が起こらないようにするために
は、国民がどのように協力し合えばよいのか
　　人種的宗教的調和は、自分たちにとって何を意味するか
　　異なる人種的宗教的背景を持つ他者との相互関係において、我々がとるべき望ましい姿勢
や振る舞いとは何か
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　これらの問題をディスカッションすることにより、すべての宗教を敬うことの重要性と、自身ら
が享受している人種的宗教的調和が当たり前のものではないことを認識させる。
　第二週目は、各生徒が自分の信仰している宗教以外の宗教に関して30秒間のスピーチをさせる。
その際、スピーチの準備のために10分の時間を与え、一人ずつグループ内でスピーチを行う。聞い
ている他のメンバーはその生徒のスピーチが的確であるかを評価し、間違った事実があれば、それ
を指摘したり中断したりするためにブザーを使用することができる。この取り組みによって、生徒
に寛容の精神の基本とは、他の宗教の信条や実践を理解することであると認識することの重要性に
気付かせることが求められる。その際に、以下のような問いを用いることが望ましいとされている。
　　この活動でそれぞれの他の宗教の知識について何が浮き彫りになったか
　　それぞれの宗教について知ることがなぜ重要なのか
　　あなたが共に生活している人々の宗教的信条や実践について十分に知らないことがどのよう
な結果をもたらすのか
　最後に、来週への準備として、各グループにテーマのリストから一つのトピックを割り当て、そ
れについて、仏教、キリスト教、ヒンドゥー教、イスラム教、シク教そして道教のすべての宗教と
関連させる形でリサーチをさせる。リスト上のテーマは、神あるいは神性、人生の目的、他
者とのかかわり、食べ物と食事制限、礼拝と祈りの時間、儀式、礼拝の場における物理的な
配置や適切なエチケット、服装、宗教的指導者あるいは宗教の創始者、の点が提示されている。
そして、第34週目は、生徒たちに各グループごとにリサーチの結果を発表させることとなってい
る。
　これらの『』をもとにした授業の進行は、校およびの両者において見られたが、
校においては、生徒がスピーチやグループでのリサーチ結果の発表などにおいて、自身が信仰し
ていない他の宗教について述べる時に誤った情報が提供されることを危惧し、担当教員たちがそれ
ぞれの宗教の詳細についてまとめた資料を独自に作成していた。教員が最も危惧しているのは、生
徒により誤った情報が提供されることそれ自体ではなく、そのことに教員が気付けないことであり、
従って、各宗教の予備知識を十分に身に付けておく必要性を感じていた。それは、いずれの学級に
おいても、	
で扱われるシク教以外の宗教を、いずれかの生徒が信仰している場合が多いため
である。更に言えば、キリスト教を信仰していない教員が 	
の授業を担当している場合、その
教員よりもキリスト教を信仰している生徒の方がキリスト教について詳しいということも十分あり
得る。そのため、	
において宗教を扱う上で、教員は独自に各宗教に関する学習を入念に行う
必要がある。
（４）取り組みの評価
　	
における宗教を扱った活動の評価に関しては、グループごとのディスカッションにおいて
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提起された問題の答えやプレゼンテーションの内容を判定する下記のようなチェック項目が設けら
れている。ここでチェックされた内容は、の科目全体の評価に加味されることとなる。
　．すべての質問に答えているか
　．答えは的確か
　．情報の出典を明らかにしているか
　．答えに行きつくまでに一つ以上の情報源が使われたか
　．答えは関連する項目とともによく説明されたか
　．そのグループのすべてのメンバーが平等に貢献したか
　．全体として、プレゼンテーションは明確であり、我々がよりよく宗教を理解することを助け
るものであったか
　	．プレゼンテーションは、主な宗教、すなわち仏教、キリスト教、ヒンドゥー教、イスラム教、
シク教そして道教のすべてを盛り込んでいたか
　
校およびの両校とも、上記のチェック項目の他に独自のルーブリックを設けている。こ
のルーブリックについては、両校ともに提供して頂けたが、実物の公開の承諾は得られなかったた
め、許される範囲で大まかに評価の視点のみ説明したい。
　両校とも共通していたのは、他の宗教への「寛容」の姿勢についての視点が見受けられた。それ
は、理解度を測るというものではなく、理解しようと努める姿勢、つまり寛容の姿勢を示している
か否かが問題となる。また、
校については、すべての生徒に で取組んだ宗教に関するトピ
ックから、何を学んだかについてのレポートを提出させている。このレポートは、生徒の率直な意
見を求めていることから、感想文のような位置づけとなっている。
　いずれにしても、評価に関しては、『	
』において提示されているチェック項目の他に、独
自の評価基準を設け、生徒の宗教的寛容性がどの程度養われたのかを判断している。
（５）政府補助学校の事例 ―  	
 
　政府補助学校セントジョーゼフインスティテューション（  	 	）は、
キリスト教系の政府補助学校であり、ラサール系列の男子校として知られている13。同校に設け
られている「宗教道徳教育」（    ）の科目は、基本的な方針
においては に準拠しながらも、それとは異なるフレームワークを構築している。ただし、こ
れらのフレームワークは、ラサールファミリーで作られたものであることから、	が独自に
構築したものではない。表1に示すように、	における はつのテーマを持ち、そのうち
の「世界の宗教」のテーマにおいて、生徒たちに異なる宗教への理解を促す取り組みを行っている。
　「世界の宗教」のテーマにおいて、同校は、年生では「多様な宗教の象徴」、年生に「宗教
的祝典と祭典」、年生でシンガポールにおける「主要な信仰の伝統に見られる顕著な宗教的特徴」、
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年生で「主な信仰の伝統的な書物と教示」を取り扱う。ここで取り扱われる宗教は、の教
材に示されている仏教、キリスト教、イスラム教、ヒンドゥー教、シク教、道教である。いずれの
学年においても、生徒は生徒同士のディスカッションや教員との対話によってこれらのテーマを学
ぶことが推奨されている。
　また、年生になると、すべての生徒が実際に宗教に関連する場所を訪問する機会が与えられる。
とりわけ、はキリスト教系の学校であるため、イスラム教のモスクや仏教の寺院などでの現地
学習を行うことで、他宗教に対する寛容の精神を養う工夫がなされている。
　の の一環において、年生になるとプロジェクトスクビリオン（	
 ）
に参加することが義務付けられる。プロジェクトスクビリオンは、において取り扱った事
柄を実際の経験として学ぶためのプロジェクトである。このプロジェクトは、「貧困者と年配者」、
「身体障害者」、「差別」、「功労者」という四つのテーマから成り、それぞれのテーマごとに関連す
る施設等で活動することが求められる。例えば、の「社会的公正」のテーマでは、年生か
ら年生にかけて高齢者や貧困、身体障害者、そしてエイズの問題について学ぶが、プロジェクト
スクビリオンにおいては、老人の介護施設、障害児センター、エイズ慈善組織などに訪問し、ボ
ランティア活動に従事することになる。そこでは、授業で知識的あるいは観念的に学んだことを経
験的に理解するだけでなく、授業で取り扱った問題にどのように取り組んでいくべきかという問い
に対する答えを実際の行動で体現していくことが求められる。そのため、プロジェクトスクビリ
オンは で学んだことを具現化する機会を提供するものとして、同科目において非常に重要な
位置を占める。
表１　 	
 における「宗教道徳教育」のフレームワーク
学
年 個人的道徳自己 コミュニティ 世界の宗教 社会的公正 祈祷／省察
1
〔選択〕　　　　
精神生活の段階
聖ヨハネバプティ
スタの業績　　　　
ラサリアンの価値　
多様な宗教の象徴 高齢者、貧困者　
省察の方法　　　
祈祷とは何か　　
2
〔選択〕　　　　
ニーズ価値
世界のラサリアン
コミュニティの活動
宗教的祝典と祭典
―通過儀礼　　
身体障害者　　　
人種差別　　　　
省察の方法　　　
祈祷とは何か　　
3
決断のためのリッ
スンモデル　　
家族の力学と緊張
関係　　　　　　
主要な信仰の伝統
に見られる顕著な
宗教的特徴　　　
エイズの差別　　
省察の方法　　　
祈祷とは何か　　
4
決断のためのリッ
スンモデル　　
主な信仰の伝統的
な書物と教示　　
人権、薬物、　　
アルコールの乱用
出典）  ウェブサイト !"#$%
（2010年9月28日アクセス確認済）
― 411 ―
東北大学大学院教育学研究科研究年報 第59集・第号（2010年）
　しかし、プロジェクトスクビリオンのテーマにおいて宗教が含まれていない点に留意する必要
がある。宗教に関する事柄の具現化は、宗教的実践を避けることが出来ないことから、プロジェク
トスクビリオンにおいては宗教的な要素を遠ざける結果となっている。
５．おわりに
　シンガポールの中等学校において宗教的寛容性の育成がどのように行われているのかを見てき
た。そこから浮かび上がる特徴として、第一に、生徒の主体的な学びが奨励されていることがあげ
られる。政府立学校および政府補助学校の両者において、生徒が主体となって宗教に関するディス
カッションや対話、リサーチなどを行い、宗教について学ぶことが求められていた。第二に、宗教
的寛容の精神が異なる宗教への理解によって養われるという理念から、生徒に自身が信仰していな
い宗教に触れたり、言及する機会が与えられていた。政府立学校においては、その教材の中身に沿
って、生徒に自身が信仰していない宗教に関するスピーチを行う機会が与えられ、政府補助学校の
においては、生徒に自身の宗教とは異なる宗教的施設に訪問見学させる機会を設けるなどの工
夫がなされていた。第三に、宗教的寛容の精神を身に付ける際に、宗教的不寛容がいかなる結果を
もたらすのかを想像させることが重要とされていることが分かった。これは、宗教的寛容がなぜ必
要とされるのかという根本的な問いを生徒自身に考えさせ、その必要性に気付かせることが目指さ
れている。これらのことから、シンガポールにおける宗教的寛容の精神は、異なる宗教に対する理
解を深めること、そして宗教的不寛容の危険性を認識することにより養われるものとして捉えられ
ているということができる。本稿では、の科目に焦点を当てたが、現在、シンガポールにお
ける道徳教育は様々なプログラムが相互に関与し合う形で発展を遂げている。中でも国民教育
（	
	 	
）は、重要なテーマの一つとして人種的宗教的調和を掲げており、
の科目と関連付けてその取り組みに注視する必要がある。その点については、今後の課題として提
示する。
注
　平中里弥「シンガポール中等教育における『宗教知識科』導入の論理 ―その正当性と宗教的中立性をめ
ぐる議論に着目して―」、『東北大学大学院教育学研究科研究年報』第57集第号、2009,349-351頁
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12　以下、『!"#$』については 	
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 2008を参考とし、その詳しい取組み内容については、中等学校およびウッドグルー
ヴ中等学校から頂いた資料ならびにインタビューの内容を参考として説明する。
13　以下、%(#の道徳教育について、調査の際に頂いた資料ならびにインタビュー内容をもとに説明する。イ
ンタビュー調査は、%(#の校長ならびに、「宗教道徳教育」の担当教員に行った。
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